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別當 神宮寺について 

別當 神宮寺は、紀の川市中三谷にある、春日神社の境内の向かって右側にあったが、天明 8年(1788)12月に焼

失して以来、再建される事なく、廃寺でありその姿を見る事が出来ないが、紀州池田庄中三谷村に在った金剛寺

（真言宗古義派 勧修寺末中本寺）の末寺で建立時期と建立者が不明であるが、本地堂（３間４面の大きさ）を

建立されいて、別當 神宮寺 春日山 延壽院と云い、牛頭天王と地神碑があったと考えられる。 

 

「春日社境内にあり真言宗古義村中金剛寺末なり開基は明恵上人という、境内に石碑５基あり明恵の建る所と

いふ」（『紀伊続風土記 巻の三十』に書かれている）を「境内に五角の石碑あり…」と解釈すると合ってい

る場所が、第２鳥居の東側にあり、神宮寺の跡と考えられる。 

その位置に、牛頭天王御神前と書かれている竿と基礎がある灯籠と地神碑がある。この地神碑に書かれた文字

は、明恵上人の建てると解釈する事も出来るが、書かれている文字も明恵上人の御筆といわれている。 

 

牛頭天王（ごずてんのう） 

   

第二鳥居の東側の神宮寺の跡に見える       牛頭天王御神前の灯籠と見える 

 

牛頭天王（ごずてんのう）は、疫病の神であり、祇園さま（別名：素戔嗚尊（すさのおのみこと・健速須佐之

男命）のことで、八岐大蛇退治で有名な日本神話の中のヒーローで、インドの祇園精舎の守護神のことです。

その姿は一定していませんが、牛頭を頭上に戴くことは共通していて、全国の八坂、島津、氷川と神社の祭神

として祀られている。 

神格は、農業神で、疫病や農作物の害虫やそのほか邪気を払い流し去る神として、古代より定着していた。 

日本仏教では、薬師如来の垂迹とされた。 

垂迹：菩薩が衆生（しゆじよう）を救うために仮の姿をとってこの世に現れること。また，その仮の姿。特に，

日本では在来の神を仏・菩薩の垂迹であるとする。 

『古事記』によれば、神産みにおいてイザナギが黄泉の国から帰還し、日向橘小門阿波岐原（ひむかのたちば

なのをどのあはきはら）で禊を行った際、鼻を濯いだ時に産まれたとする。『日本書紀』ではイザナギとイザ

ナミの間に産まれたとしている。 

 

牛頭天王御神前の灯籠には、享保 13年 8月(1728.8)・池田庄西三谷村・願主中欽言と書かれている。 

【願主中欽言】 

願主一同全員がうやまって(敬って)、つつしみ(欽しみ)、お願い(言上)申し上げます。 

願主は、 

中   … 氏子中＝氏子の全員で。氏子一同。一同全員。 

欽言 … 謹言（欽言：借字＝敬
うやま

い謹んで言上します（お願い申し上げます））慎･謹･欽(つつしむ) 

（欽言は、神仏の願文への定形の文言ではないかと推察する） 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%96%AB%E7%97%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9E%82%E8%BF%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9E%82%E8%BF%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%A3%E3%81%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%8A%E3%82%AE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BB%84%E6%B3%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%8A%E3%83%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%8A%E3%83%9F


＜参考＞ 

祇園寺は、天神・婆利菜女・八王子を祀る寺だったようである。 

旧暦六月十三日は、この牛頭天王の例大祭（御縁日）である。 

地神碑 

神宮寺の地にあり、五角柱に五穀の豊穣（ほうじょう）と収穫の感謝を願った、農業にかかわる神々を祀るのが

地神碑である。 

   

天照皇大神を西に向けた五角柱         地神碑（五角形の石碑） 

 

地神碑は、全て五角の形をした石柱で、それぞれの面に神名が刻まれている。 

(1) 天照皇大神（あまてらすおおみかみ）（太陽の神） 

(2) 倉稲魂命（うかのみたまのみこと） （稲の精霊の神、別名：稲荷神(いなりしん)） 

(3) 埴安媛命（はにやすひめのみこと） （土の神） 

(4) 少彦名命（すくなひこなのみこと） （穀物の神） 

(5) 大己貴命（おおなむちのみこと  ） （農業の神、別名：大国主命(おおくにぬしのみこと)） 

いずれも農業と深いかかわりをもつ五神である。 

 

地神碑は、天照皇大神の書かれている面を、西の方向に置かれているのが特徴です。 

地神祭は、春に五穀の豊穣（ほうじょう）を祈願し、秋に収穫を感謝するお祭りで、この神々を祭るのが地神碑

である。 

 

「別當 神宮寺 春日山 延壽院 

春日社境内にあり真言宗古義村中金剛寺末なり開基は上人という境内に石碑５基あり明恵の建る所と

いふ」（紀伊続風土記 巻の三十 P649～650） 

 

「神宮寺 春日山延壽院といふ 本地堂・大日堂 本社の側（かたわら）」 

（紀伊國名所図會 巻之一 P324） 

 

天明 11年（1788年）12月 別當 春日山 延寿院 神宮寺 焼失。 

 

社僧 神宮寺 春日山 延寿院  中三谷村 

真言宗古義派同村金剛寺末寺 

明恵上人之開基と申伝候得共、縁記旧記等は無 

御座候、古跡に而御座候、 

寺は則右社境内に御座候 

石碑壱基 但明恵上人の御筆 

本地堂一字 但三間四面 

天明八申十二月焼失、今再建立得不仕候 

 神宮寺 印 

（打田町史 第２巻 P297 池田組寺社方差出帳 寛政九巳年再調 東国分寺蔵）(1797) 


